











































































































































































































































から継続的に実施した。そして2 0 0 0年７月～８月にかけて「建替えデザインゲーム」を計
７回実施した。デザインゲームの経過と、住民によって作成された具体的な空間のイメー
ジ、参加者に対するアンケート調査の結果、以上３つについて分析を行った。結果として
以下の結論を得た。
１．対象地区における「建替えデザインゲーム」の実施により、3 9個の「目標空間イメー
ジ」を収集することができ、その出現数と連関について分析することで、「目標空間イメー
ジ」の共有度と関係性について明らかにした。
２．明らかにした「目標空間イメージ」の共有度と関係性に基づき、「目標空間イメージ」
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を編集することで、対象地区における目標空間を具体的に示す「イメージタイプ」を提示
することができた。
３．「建替えデザインゲーム」を継承した市街地更新の協議手法は、目標空間を具体的に示
す「イメージタイプ」等の協議ツールを使用して、活発な対話が行われる場とすべきであ
る。
４．「イメージタイプ」は、まちづくり協議の場においてシミュレーションシステムと同時
に使用されることにより、目標空間として住民にほぼ共有される。
以上のように、「目標空間イメージ」の編集によって「自律的まちづくり」の実現段階で
使用するまちづくりの協議ツールを開発することができた。
第７章では、シミュレーション・ゲーミングによるまちづくりプロセスの設計を試みた。
しかしまちづくりは、地域の固有な特性に基づくものであるため、一連の支援手法による
まちづくりプロセスの一般解を提示することは非常に困難なことである。そこで支援手法
の展開の枠組みだけでも提示することを目指した。本章は、まちづくり活動の「合意形成
期」から「自律運営期」へかけて継続的に進行する、シミュレーション・ゲーミングによ
る一連のまちづくり支援手法の進行プロセスを明らかにすることを目的とした。
前章に引き続き、福島県二本松市竹田根崎地区を研究対象地区として、一連のまちづく
りの支援手法を段階的に実施した。支援手法の実施にあたり、「仮想空間のシミュレート」
と「まちづくりの役割体験」の２つの軸による支援手法の理論的枠組みを設定し、第３部
で開発した「目標イメージゲーム」「街路空間デザインゲーム」「建替えデザインゲーム」
の３つをその枠組みに当てはめた。そして、支援手法の成果とその後のまちづくりの展開
について分析を行った。結果として以下の結論を得た。
１．「視覚認識」と「役割体験」による支援技術の展開方向を示し、それらを横軸と縦軸と
する「支援手法の展開マトリックス」を提示した。
２．「支援手法の展開マトリックス」は、部分的にではあるが支援手法とその実施プロセス
を検証することができ、支援手法の展開をプログラムすることに役立つ。
３．計画策定プロセスである一連の支援手法の実施から、計画運用プロセスであるデザイ
ン協議へと効果的に継承することができ、まちづくり支援におけるプロセスと支援手法の
展開プログラムの重要性を示すことができた。
以上のように支援手法のプロセスは、「支援手法の展開マトリックス」の枠組みの中で説
明することができる。そして、まちづくり協議会の会合とシミュレーション・ゲーミング
によるまちづくりの支援手法はパラレルに開催されるが、各段階で行われるまちづくりの
支援手法の結果は「まちづくり協議会」に還元され、また、まちづくりの成果も「まちづ
くり協議会」に還元される。つまりまちづくりの支援手法は、各段階毎にまちづくりの成
果を取り込み、「支援手法の展開マトリックス」の枠組みの中で、内容とプログラムが決定
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する。
本研究は、「視覚的メディアによるデザインシミュレーション」と「まちづくりにおける
ゲーミング」による、まちの将来像とまちづくりの運営に関する合意形成を支援する一連
の手法を開発することを目的とした。結果として、第１に、「自律的まちづくり」を実現す
るための、まちづくりの運営に関する合意形成支援の課題を明確にした。第２に、シミュ
レーション・ゲーミングによる、まちの将来像とまちづくりの運営に関する合意形成の支
援手法を開発した。第３に、「自律的まちづくり」が実現するまでの、シミュレーション・
ゲーミングによる一連のまちづくり支援手法の進行プロセスを明確にした。
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